
ベンジルアミノプリン液剤（ビーエー液剤）の使用法

りんご研究所で育成したおうとう「ジュノハート」は枝の発生が少ない点が問題と
なっています。そこで副梢発生促進効果のあるベンジルアミノプリン液剤（ビーエー液
剤）の効果を検討したところ、実用的な使用法が明らかになったので紹介します。

紫外線
3060％
抑制

◆ベンジルアミノプリン液剤（ビーエー液剤）は農薬登録上の希釈倍数は25～50倍
ですが、50倍では副梢の発生が少ない場合があります。安定した効果が期待できる
のは、25倍での散布になります。

研究成果

おうとう「ジュノハート」苗木に対するベンジルアミノプリン液剤
（ビーエー液剤）による副梢発生促進技術

お問い合わせ りんご研究所 県南果樹部 (℡ 0178-62-4111）

使用対象 散布濃度 使用時期 使用方法 展着剤

ジュノハート
（苗木）

※未結果樹で使用
25倍

新梢伸長時（主幹延長
枝の30～50㎝伸長期）
※例年６月中下旬

立木全面散布 不要

散布した樹（秋季）

・副梢が多く発生する。
・新梢はやや短くなる。

無散布の樹（秋季）散布時（６月中下旬頃）

・主幹延長枝と競合する
強勢な新梢は基部２～
３㎝程度を残して剪去。
・散布は葉の裏表に丁寧
に行う。

70～80cm

30～50cm

新梢

副梢

１年枝・台木

切除した新梢

１年生苗木における処理濃度別の副梢発生促進効果（令和２年）

りんご研究所
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